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お待たせしました！ 

六甲山スノーパーク 第２ゲレンデオープン！ 

～１月１２日（土）から全面滑走可に～ 
  
阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市 社長：秦雅夫）のグループ会社である六甲山観光株式会社（本社：神戸市 

社長：宮西幸治）が運営する六甲山スノーパークでは、２０１９年１月１２日（土）より第２ゲレンデをオープンし、 
メインゲレンデが全面滑走可能となります。  
今シーズンは１２月上旬に記録的な気温上昇に見舞われ、メインゲレンデの営業を中止するなど、ゲレンデ 

メイクに苦戦を強いられました。しかし、年末年始の寒波到来により、『人工降雪機スノーファン』を稼働すること 
ができ、１日に約２４０ｔ造雪できる『人工造雪機ＩＣＳ（アイスクラッシャーシステム）』と併せてゲレンデメイクに努めた 
結果、１月１２日（土）にメインゲレンデ全面滑走可となり、リフト全３基を稼働できる体制が整いました。これにより、
１月１２日（土）～１４日（月・祝）の３連休より万全の状態でお客様にウィンタースポーツ&レジャーを満喫していた
だけます。  
 
 

■現在のゲレンデ状況 （１月１２日（土） オープン時の予定） 
   
◆第１ゲレンデ 積雪７０ｃｍ／幅４０ｍ×長さ２６０ｍ 

◆第２ゲレンデ 積雪７０ｃｍ／幅１５ｍ×長さ２６０ｍ   
◆スノーランド（雪ゾリ・雪あそび専用ゲレンデ） 

積雪７０ｃｍ／幅２００ｍ×長さ５０ｍ 

 
  

■人工降雪機『スノーファン』について 
 
スノーファンは、空中に圧縮した空気と霧状の水を吹き上げる 
ことで、人工的に雪を造る機械です。一度に多くの水を排出 
し大量の雪を造ることができるのが特徴です。稼働条件として、 
気温が－２℃を下回ることが必要で、今年度は年末年始の寒波を 
追い風に稼働させてゲレンデを拡張することができました。 
   
■直行バス運行中！ 
 
【期 間】 ２０１９年３月２１日（木・祝）までの土日祝日 

【ルート】 阪神御影⇒ＪＲ住吉⇒阪急御影⇒六甲山スノーパーク 
【旅行代金】  

<デイタイム> 
往復＋入園券     大人３，６００円／小人１，９００円 
入園優待利用     大人２，０００円／小人１，１００円  
<ナイター> ※ナイター利用時はリフト乗り放題 
往復＋入園券     大人４，１００円／小人２，４００円 
入園リフト優待利用  大人２，０００円／小人 1，１００円 
入園優待利用     大人２，５００円／小人１，６００円 

【予約方法】 Ｗｅｂにて事前予約制 https://www.rokkosan-yoyaku.com/bus489/ 

スノーファン 稼働時の様子 

１月１０日（木）８：３０ ゲレンデの様子 

https://www.rokkosan-yoyaku.com/bus489/

